令和8年度 
避難確保計画に基づく避難訓練実施計画書
1. 訓練の目的
水防法第15条の3に基づき、近隣河川（犬上川）の氾濫による浸水被害を想定した垂直避難訓練を実施する。停電によるエレベーター停止という過酷な条件下で、階段を使用した「車いす」「担架」による安全な搬送手順を確認し、スタッフの対応能力向上と課題の抽出を図る。
2. 実施日時
· 日時: 令和8年◯月◯日（◯） 00:00 ～ 00:00
· 場所: 1階 食堂・ホール および 各居室 ～ 2階 避難待機エリア
3. 訓練想定
1. 気象状況: 大型台風の接近に伴う記録的な大雨。
2. 状況: 近隣河川の水位が「氾濫危険水位」に到達し、自治体から「避難指示（レベル4）」が発令。
3. 建物状況: 付近の落雷により施設内が全域停電。エレベーターは使用不能。
4. 対象: 1階に居住・滞在する利用者全員（自立歩行者：◯名　車いす利用者：◯名　寝たきり：◯名）。
4. 参加者および役割
· 統括責任者（施設長）: 避難決定の判断、外部通報、全体指揮。
· 避難誘導チーム: 自歩行可能者の誘導、点呼。
· 搬送チーム（4名1組×数チーム）: 車いす、担架による階段移動の実行。
· 備蓄・物品チーム: 医療器具、非常食、重要書類の2階への搬出。


5. 訓練タイムスケジュール
	時間
	項目
	内容・アクション

	00:00
	訓練開始・情報収集
	エリアメール受信、河川水位を確認。施設長が垂直避難を判断し指示。

	00:05
	避難準備・点呼
	スタッフが各居室の安否確認。自歩行者を階段付近に集約。

	00:10
	垂直避難開始（第1波）
	自歩行・軽介助者の誘導。手すりを使用し、スタッフが前後について昇る。

	00:15
	階段搬送訓練（第2波）
	車いす・寝たきり患者の搬送（本訓練のメイン）
※30分予定しているが実際に何分かかるか課題がみえる

・スタッフ4名1組で1台ずつ車いすを持ち上げ階段を昇る。


・寝たきり者は布担架を使用し、頭を上にして搬送。

	00:45
	物品・医療機器の移動
	停電を想定し、ポータブル吸引器、予備ボンベ、非常食を手分けして2階へ。

	00:50
	避難完了報告
	2階待機エリアにて点呼。施設長へ「避難完了」を報告。

	00:55
	振り返り・意見交換
	現場で気づいた危険箇所や、体力的負担、資機材の不備を共有。

	01:00
	訓練終了
	会場の原状復帰。


6. 階段搬送における安全管理（スタッフ心得）
· 車いす搬送:
· 前方に2名、後方に2名配置。
· 後方はグリップ、前方はフレームの固定部をしっかり握る。
· 前後のスタッフで声を掛け合い、段差ごとに「せーの」とタイミングを合わせる。
· ティッピング（少し後傾）させ、利用者の体が前に滑り落ちないよう保持する。
· 担架搬送:
· 階段を昇る際は、患者の頭が常に「上」になるように向きを固定する。
· 共通:
· 無理な姿勢での持ち上げを避け、腰痛事故を防止する。
· 滑り止めのついた軍手または作業手袋を着用する。
7. 評価・検討事項（訓練後の検証項目）
1. 時間: 全員の避難完了までに要した時間は、浸水想定時間内に収まったか。
2. マンパワー: スタッフ4名での搬送は何往復が限界か。応援要請のタイミングは適切だったか。
3. 動線: 階段の踊り場で、担架や車いすがスムーズに旋回できたか。
4. 資機材: 停電下で懐中電灯やヘッドライトの数は足りていたか。
5. 心理面: 利用者役（または人形）に対し、不安を除去する適切な声掛けができていたか。

備考:
訓練実施後は、この計画書に「実施結果」と「改善点」を追記し、避難確保計画の別紙（訓練記録）して保管してください。

